
　　本ドキュメントは猛烈な台風や線状降水帯による大雨等を想定し、

　　　下記の通り、深田電機株式会社の風水害のおける対応計画を定める。
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１．風水害対応BCP基本方針

猛烈な台風や線状降水帯による大雨等を想定し、

風水害対応BCPの基本方針を定める。

# 方針 行動指針

1 顧客（来客者）の安全と安心を守る
・避難情報等の発令時およびその恐れがある際に来客者がいる場合、
　来客者の避難・安全を優先する。

2 従業員及びその家族の安全を守る
・避難情報等の発令時およびその恐れがある場合、従業員および
　その家族の安全確認に努める。

3 顧客からの信用を守る ・災害発生後、できるだけ早く重要業務の回復に努める。

4 従業員の雇用を維持する ・重要業務回復後、できるだけ早くすべての業務回復を行い事業継続に努める。

5 地域社会に貢献する
・地域住民の避難所として事業場を提供する。
・事業場付近に帰宅困難者がいた場合、できる限りの支援をする。
・事業場付近の被災者に対してAED等必要な設備を提供する。
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２．風水害について

近年、毎年のように勢力の強い台風や線状降水帯などの発生による被害が報告されており、
地球規模で起こっているとされる気候変動や温暖化等の影響で異常気象が各地で起こるよ
うになり、その激甚化が懸念されています

（１）雨の強さ

（２）風の強さ

（３）台風の強さ

（４）台風の大きさ

1時間雨量(mm) 予報用語 人の受けるイメージ 人への影響 屋内(木造住宅を想定） 屋外の様子 車に乗っていて

10以上～20未満 やや強い雨 ザーザーと降る
地面からの跳ね返
りで足元がぬれる

雨の音で話し声が良く聞
き取れない

20以上～30未満 強い雨 どしゃ降り ワイパーを速くしても見づらい

30以上～50未満 激しい雨
バケツをひっくり返した
ように降る

道路が川のようになる
高速走行時、車輪と路面の間に水膜
が生じブレーキが効かなくなる（ハ
イドロプレーニング現象）

50以上～80未満 非常に激しい雨
滝のように降る（ゴー
ゴーと降り続く）

80以上～ 猛烈な雨
息苦しくなるような圧迫
感がある。恐怖を感ずる

傘は全く役に立た
なくなる

車の運転は危険

地面一面に水たまりが
できる

傘をさしていても
ぬれる

寝ている人の半数くらい
が雨に気がつく

水しぶきであたり一面
が白っぽくなり、視界
が悪くなる

平均風速 風の強さ(予報用語) 人への影響 屋外・樹木の様子 走行中の車 建造物 おおよその瞬間風速

10～15m/s やや強い風
風に向かって歩きにく
くなる。傘がさせな
い。

樹木全体が揺れ始める。
電線が揺れ始める。

道路の吹流しの角度が
水平になり、高速運転
中では横風に流される
感覚を受ける。

樋（とい）が揺れ始める。

20m/s

15～20m/s 強い風

風に向かって歩けなく
なり、転倒する人も出
る。高所での作業はき
わめて危険。

電線が鳴り始める。看板やト
タン板が外れ始める。

高速運転中では、横風
に流される感覚が大き
くなる。

屋根瓦・屋根葺材がはがれるものがある。
雨戸やシャッターが揺れる。

35～40m/s
外装材が広範囲にわたって飛散し、下地材
が露出するものがある。

40m/s以上
住家で倒壊するものがある。鉄骨構造物で
変形するものがある。

60m/s

25～30m/s

20～25m/s

30～35m/s

多くの樹木が倒れる。電柱や
街灯で倒れるものがある。ブ
ロック壁で倒壊するものがあ
る。

40m/s

50m/s

非常に強い風
細い木の幹が折れたり、根の
張っていない木が倒れ始め
る。看板が落下・飛散する。
道路標識が傾く。

猛烈な風

30m/s

何かにつかまっていな
いと立っていられな
い。飛来物によって負
傷するおそれがある。

屋外での行動は極めて
危険。

走行中のトラックが横
転する。

通常の速度で運転する
のが困難になる。

固定の不十分な金属屋根の葺材がめくれ
る。養生の不十分な仮設足場が崩壊する。

屋根瓦・屋根葺材が飛散するものがある。
固定されていないプレハブ小屋が移動、転
倒する。ビニールハウスのフィルム（被覆
材）が広範囲に破れる。

階級 風速 15 m/s以上の半径

大型（大きい） 500 km以上～800 km未満

超大型（非常に大きい） 800 km以上

階級 最大風速 ヘクトパスカル（ｈｐ）目安

強い 33 m/s（64ノット）以上～44 m/s（85ノット）未満 ９５０～９６５hp

非常に強い 44 m/s（85ノット）以上～54 m/s（105ノット）未満 ９２０～９５０hp

猛烈な 54 m/s（105ノット）以上（※スーパー台風に相当） ９２０hp未満
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３．警戒レベル（避難情報と防災気象情報）

【警報・注意報・避難情報】

愛知県
https://www.nhk.or.jp/kishou-saigai/pref/disaster/aichi/

岐阜県
https://www.nhk.or.jp/kishou-saigai/pref/disaster/gifu/
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４．台風接近および線状降水帯等による大雨時の対応 【重要】

・ テレビやWeb等から天気予報や気象状況の情報を入手

・ 継続してリアルタイム情報を収集
　□台風の進路、強さ、接近のタイミング等

　□線状降水帯の発生予想および発生地域
　□公共交通機関の運行状況
　□主要道路、高速道路等の状況

・ 大きな災害の発生が予想される場合、社内へ注意喚起
・ お客様へ事前連絡・事前納品等の対応が必要かどうか確認

・ 台風等が接近する見込みで公共交通機関の計画運休が予定され
ている場合や暴風警報等が発令される可能性が高い場合
　□テレワークへの切替
　□始業前の場合、有給・欠勤または時差・遅刻出勤を検討
　□就業中の場合、早期帰宅（早退）を検討
　※迷った場合、まずは自分の身の安全を優先する

・ 土のうを作り、拠点入口等からの浸水を防止
・ 重要資材や車両、PC等を状況に応じて安全な場所へ移動

・ 災害対策本部立ち上げ（本社またはオンライン）
　□出勤先及び自宅エリア、通勤経路において特別警報や
　　避難指示が発令されている場合は原則出社禁止
　□出社している場合は会社にて待機（垂直避難）
　　もしくは避難所へ避難（状況に応じて非常用持出袋を活用）
　　※帰宅困難者とならないよう、むやみな移動をしない
　　　車の運転も控えること
　　レベル４では会社指示によるものとし、欠勤扱いとしない
　　また、レベル３で遅刻・早退・有休・欠勤とした場合で
　　その後、レベル４になった場合も同様とする
　　尚、午前11時までに避難指示等が解除され、安全に出社できる場合
　　午後からは通常の扱いとする

・ 各拠点の被災状況の情報を収集（フォーム回答）
・ 安否確認システム（ANPIC）による従業員の安否確認実施

※就業時間外被災の場合は家族・自宅状況等も可能な限り確認

・ 南海トラフ地震BCPにおける事業復旧対応と同様

レベル4
非常体制確立

（全員避難）

気象情報

レベル2
注意体制確立

レベル3
警戒体制確立

災害発生

復旧
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５．拠点別ハザードマップ

拠点 　QRコードリンク 最寄りの避難場所

東白壁小学校
名古屋市東区ハザードマップ

hm-kozui02higashi (city.nagoya.jp)

名古屋市南区ハザードマップ 豊田小学校

hm-kozui12minami (city.nagoya.jp) 明豊中学校

山崎川水系
371996.pdf (pref.aichi.jp)

一宮市ハザードマップ 大志小学校
Adobe Photoshop PDF (city.ichinomiya.aichi.jp) 富士小学校

津島市ハザードマップ 高台寺小学校
R03HZM.pdf (tsushima.lg.jp)

日光川水系
306371.pdf (pref.aichi.jp)

小牧市ハザードマップ 味岡小学校（小牧拠点）
Komaki_W_gaisuiB (city.komaki.aichi.jp)

本庄小学校（センター拠点）

中津川市ハザードマップ サンライフ中津川
中津_北_A2地図 (nakatsugawa.lg.jp)
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名古屋市東区ハザードマップ（本社）



名古屋市南区ハザードマップ（名南拠点）



名古屋市南区ハザードマップ②（名南拠点）



一宮市ハザードマップ



津島ハザードマップ



津島ハザードマップ②



　　小牧ハザードマップ



中津川ハザードマップ


